
4山武市議会だより第47号　 平成 30年 2月１日

市議会には、総務・文教厚生・経済建設の３つの常任委員会が設置されています。
常任委員会では、本会議において審査を付託された議案等について、専門的に審査を行い、採決した結果を本

会議に報告します。
議会運営委員会は、議会の運営を円滑かつ効率的に行うため、会議の期間や議案審議の段取りなどを決めてい

ます。また、議会の運営に関わる議案等を審査します。

総
務
常
任
委
員
会

（
12
月
４
日
開
催
）

議
案
第
１
号
、
議
案
第
２
号
、

議
案
第
３
号
、
議
案
第
９
号
、

議
案
第
11
号
、
議
案
第
14
号

の
一
部
、
議
案
第
15
号

 

（
原
案
可
決
）

＊
委
員
会
質
疑
要
約

＊
議
案
第
３
号
に
つ
い
て

問問
　

市
税
等
収
納
補
助

員
及
び
学
校
給
食
費

収
納
補
助
員
は
、
別
々
に
収

納
業
務
に
あ
た
っ
て
い
た

の
か
。

答答
　

別
々
に
業
務
を
行
っ

て
い
ま
し
た
が
、
兼
ね

て
収
納
で
き
る
よ
う
今
回
改

正
を
行
う
も
の
で
す
。

＊
議
案
第
11
号
に
つ
い
て

問問
　

蓮
沼
交
流
セ
ン

タ
ー
で
購
入
す
る
備
品

の
主
な
品
目
は
何
か
。

答答
　

各
階
で
使
用
す
る
サ

ン
ブ
ス
ギ
を
使
用
し
た

テ
ー
ブ
ル
や
椅
子
、
ま
た
、
多

目
的
室
で
使
用
す
る
移
動
式
ミ

ラ
ー
や
コ
イ
ン
ロ
ッ
カ
ー
な
ど
で

す
。文

教
厚
生
常
任
委
員
会

（
12
月
５
日
開
催
）

議
案
第
４
号
、議
案
第
５
号
、

議
案
第
６
号
、議
案
第
７
号
、

議
案
第
８
号
、議
案
第
12
号
、

議
案
第
13
号
、議
案
第
14
号

の
一
部
、議
案
第
16
号

 

（
原
案
可
決
）

陳
情
第
６
号
、陳
情
第
12
号
、

陳
情
第
13
号

 

（
不
採
択
）

＊
委
員
会
質
疑
要
約

＊
議
案
第
４
号
に
つ
い
て

問問
　

さ
ん
ぶ
の
森
元
気

館
の
一
般
券
、
回
数
券

に
お
い
て
、
市
民
以
外
の
料

金
を
新
た
に
設
定
す
る
と

い
う
こ
と
だ
が
、
利
用
者
の

減
少
な
ど
の
影
響
は
な
い

か
。答答

　

過
去
に
、
市
民
以
外

の
定
期
券
の
料
金
を

設
定
し
た
際
、
１
年
後
の
利

用
者
数
に
変
化
が
な
か
っ

た
こ
と
か
ら
、
今
回
も
、
大

幅
な
利
用
者
の
減
少
に
は
、

つ
な
が
ら
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

＊
議
案
第
12
号
に
つ
い
て

問問
　

蓮
沼
交
流
セ
ン
タ
ー

健
康
増
進
室
の
備
品
購

入
に
お
け
る
入
札
に
お
い
て
、

入
札
事
業
者
が
１
社
だ
っ
た

の
は
な
ぜ
か
。ま
た
、条
件
付

一
般
競
争
入
札
の
条
件
は
何

か
。答答

　

入
札
事
業
者
が
１

社
だ
っ
た
特
段
の
理

由
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

入
札
の
条
件
は
、
参
加
資
格

者
名
簿
上
、
登
載
部
門
が

「
物
品
」、
営
業
種
目
が「
運

動
用
品
そ
の
他
の
物
品
」
で

あ
る
こ
と
と
し
、
地
域
要
件

は
つ
け
て
い
ま
せ
ん
。

経
済
建
設
常
任
委
員
会

（
12
月
６
日
開
催
）

議
案
第
10
号
、
議
案
第
14
号

の
一
部

 

（
原
案
可
決
）

＊
委
員
会
質
疑
要
約

＊
議
案
第
14
号
に
つ
い
て

 

（
歳
出
）

問問
　

松
尾
に
ぎ
わ
い
処
の

事
業
開
始
時
期
を
１

月
と
し
た
理
由
は
何
か
。

答答
　

松
尾
に
ぎ
わ
い
処
の

早
期
再
開
を
目
指
し
、

事
務
手
続
き
上
必
要
な
期
間

及
び
利
用
者
の
状
況
を
考
慮

し
、１
月
と
し
ま
し
た
。

問問
　

松
尾
に
ぎ
わ
い
処
に

係
る
電
気
使
用
料
、
水

道
使
用
料
等
が
計
上
さ
れ
て

い
る
が
、
利
用
者
が
使
用
す

る
た
め
に
必
要
な
経
費
を
市

が
負
担
す
る
と
い
う
こ
と
か
。

答答
　

利
用
者
か
ら
は
売
上

の
10
％
の
利
用
料
を
徴

収
し
、
事
業
を
行
う
上
で
の

電
気
使
用
料
、
水
道
使
用
料

等
は
市
が
負
担
し
ま
す
。

問問
　

橋き
ょ
う

り
ょ
う
等
点
検
業

務
負
担
金
が
計
上
さ
れ

て
い
る
が
、
来
年
度
も
事
業

を
行
う
の
か
。

答答
　

本
年
度
に
前
倒
し
で

点
検
作
業
を
行
い
、
点

検
し
き
れ
な
か
っ
た
残
り
の

橋き
ょ
う

り
ょ
う
に
つ
い
て
、
来
年

度
、
点
検
を
予
定
し
て
い
ま

す
。議

会
運
営
委
員
会

（
12
月
12
日
開
催
）

陳
情
第
７
号
、
陳
情
第
８
号
、

陳
情
第
９
号

 

（
不
採
択
）

＊
委
員
会
審
査
要
約

付
託
さ
れ
た
陳
情
は
い
ず

れ
も
椎
名
市
長
の
学
歴
に
つ

い
て
の
も
の
で
、
趣
旨
と
し

て
は
、
百
条
委
員
会
を
設
置

し
て
真
偽
を
確
認
し
公
表
す

る
こ
と
。
ま
た
、
学
歴
が
詐

称
で
あ
る
と
確
認
さ
れ
た
場

合
は
、
辞
職
勧
告
決
議
等
の

対
応
を
求
め
る
も
の
で
す
。

委
員
会
で
は
、
市
長
か
ら

の
全
員
協
議
会
で
の
説
明
、

本
会
議
で
の
一
般
質
問
に
お

け
る
答
弁
、
市
長
か
ら
示
さ

れ
た
フ
ラ
ン
ス
大
使
館
か
ら

の
回
答
文
書
で
、
市
長
の
学

歴
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
た
。

そ
の
一
方
で
、
議
会
か
ら 

フ
ラ
ン
ス
の
大
学
・
学
位
制

度
に
詳
し
い
准
教
授
に
も
見

解
を
伺
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、「
椎
名
市
長

が
最
終
学
歴
を『
修
士
』
と

す
る
こ
と
に
、
問
題
は
な
い

も
の
と
考
え
る
。」
と
い
う

フ
ラ
ン
ス
大
使
館
と
同
様
の

回
答
、
及
び
市
長
が
示
し
た

証
明
書
は
椎
名
市
長
が
パ
リ

第
１
大
学
で
経
済
学
メ
ト

リ
ー
ズ（
修
士
）
を
取
得
し

た
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
と

の
回
答
を
得
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
市
長
は
学
歴

を
詐
称
し
て
い
な
い
こ
と
が

確
認
で
き
た
の
で
、
百
条
委

員
会
の
設
置
は
必
要
な
く
、

ま
た
、
市
長
の
解
職
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て
も
必
要
が

な
い
と
の
結
論
に
達
し
ま
し

た
。ま

た
、
本
会
議
で
の
一
般

質
問
に
お
け
る
質
疑
・
答
弁

に
よ
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

も
、
あ
る
程
度
周
知
が
な
さ

れ
た
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。そ

し
て
、
採
決
の
結
果
、

そ
れ
ぞ
れ
、
賛
成
者
は
な
く
、

不
採
択
と
す
べ
き
も
の
と
決

定
し
ま
し
た
。

各常任委員会及び議会運営委員会審査報告


